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令和 6 年度決算

■ナキウサギを見に全国各地から鹿追を訪れる人がいます。素晴らし
い観光資源です。つぶやき

令和 6 年度決算
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※正職員及び会計年度任用職員フルタイムの給与、手当は総務費に含む。

※文中、表、グラフの金額は１万円未満切り捨て、率は小数点第二位を四捨五入。各項目の金額及び率の合計は、端数処理により合計額及び 100％、他の資料と一致しない場合
があります。

38.4
%

61.6%

各会計決算審査各会計決算審査
入ってきたお金使ったお金

令和 6 年度令和 6 年度

一般会計  収入
前年度比 7.4％増

町税は減少、町債（借入金）と繰入金（預金取り崩し）は増加
令和 5年度と比較すると、町税が 5.7％、ふるさと納税等の寄付金が 24.6％

減少し、新型コロナ関連の交付金も減少した。このため、町債（借入金）を
59.1％、繰入金（預金取り崩し）を 22.4％増加させ、財源を確保した。

一般会計  支出
前年度比 8.4％増

物価高騰対策、公共施設エアコン設置、高校寄宿舎建設等を実施
物価高騰による町民の家計負担を軽減するため、商品券配布や給付金事業を

実施した。また、役場庁舎や公共施設にエアコンを設置したほか、鹿追高校入
学者の増加に伴い寄宿舎の整備等を行った。

各会計の決算状況

※企業会計の資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度及び当年度損益勘定留保資金等で補てんしています。
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決算監査意見
（要約）

野村　英雄
代表監査委員
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前年度より前年度より
3 億 3555 万円増3 億 3555 万円増

支出構成比 3.4㌽ 増支出構成比 3.4㌽ 増

教育費

議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください議員宛て行事案内にフォーマットをご活用ください
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令和 6 年度決算 令和 6 年度決算

物価高騰による家計負担軽減のた
め、商品券配布及び給付金事業を実

5786 万円

庁舎内各所に冷暖房設備を設置庁舎内各所に冷暖房設備を設置

物価高騰対応商品券物価高騰対応商品券

財政力（３カ年平均の財政力指数）借金全体（３カ年平均の実質公債費比率）

弾力性（経常収支比率）

貯金と借金

主要２基金（減債・財政調整基金）

数字で見る　まちの主な財政指標

人件費や借金返済（公債費）等、固定的に支払う経
費（経常的経費）に、町税や普通地方交付税等の収入（経
常的収入）がどれだけ使われたのかを示します。

数値が低いほど新たな行政サービス（政策的経費）
に投資でき、弾力性があるといえます。 

貯金（基金等）は主に町づくり基金、減債基金、環境
保全センター基金の減少により、令和５年度より２億
2134 万円減少しています。

借金（地方債）は主に過疎対策事業、辺地対策事業、
緊急防災・減債事業、臨時財政対策債の償還により、令
和５年度より４億 3256 万円減少しています。

減債基金は、借金返済（公債費）を計画的に行うた
めに積み立てる基金。財政調整基金は、年度間の財政
の変動に備えて積み立てる基金。余裕がある年度に積
み立て、災害等の理由で不足が生じた年度に活用しま
す。

財政力を示す指標で、数値が高
いほど町税等の自主財源が多いこ
とを示します。

100％との差額分は、国からの
お金（普通地方交付税）で賄われ
ます。

一般会計等の借金返済（公債費）
等を、標準的収入で割った比率で
す。18％以上は借金（起債）をす
るときに北海道の許可が必要とな
り、25％以上は一部を除いて借金
が不許可となります。

（前年度比 0.2 ポイント増）
減債基金残高

（R6.3 末より 7590 万円減）
財政調整基金残高

（R6.3 末より 60 万円増）

（前年度同率）（前年度比
  0.4 ポイント増）

81.8％10 億 7230 万円

5 億 6590 万円

25.1％10.1％

4 億 435 万円

1 億 8590 万円

鹿追高校の全国募集に伴う生徒数増加に対応するた
め、寄宿舎を元町 4 丁目に設置した。移動・転用可能な
ユニット式木造建築物で、生徒用居室 4 棟 40 室、食堂
及び交流棟 1 棟、ハウスマスター棟 1 棟 2 戸を整備し、
令和 7 年 4 月から「ペンギンドミトリー」として供用を
開始した。

防災行政無線をデジタル方式に更新す
る。役場に親局を設置するほか、鹿追消
防署には遠隔制御装置を、鹿追・瓜幕市
街地には屋外スピーカーを整備する。
また、音声放送の受信が難しい世帯等

には、希望により個別受信機を貸与する。
事業完了は令和８年２月を予定。

近年の自然環境の変化に対応するため、役場庁舎に冷暖房
設備を整備した。来庁者及び職員にとって快適な環境を確保
するとともに、防災拠点・指定避難所としての機能を強化した。

瓜幕バイオガス
プラントで使用す
る消化液散布用ス
ラリータンカー及
びけん引用トラク
ターを更新した。

生徒用居室 40 室を備えた鹿追高校寄宿舎「ペンギンドミトリー」生徒用居室 40 室を備えた鹿追高校寄宿舎「ペンギンドミトリー」

スラリータンカースラリータンカー

■	このつぶやき、もう少し字が大きい方がいいですよね…？つぶやき

■まちの 貯 金 （基金等）※全会計の額

37 億 7157 万円 
（R6.3 末より 2 億 2134 万円減）

町民 1 人当たり
77 万 5565 円 （人口 4863 人）

■まちの 借 金 （地方債残高） ※全会計の額

69 億 9176 万円
（R6.3 末より 4 億 3256 万円減）

町民 1 人当たり
143 万 7747 円 （人口 4863 人）

鹿追高校寄宿舎整備事業 鹿追町の財政は健全？この数値から財政状況が 見えてきます。

防災行政無線放送施設整備事業

役場庁舎空調設備改修事業

6375 万円

消化液散布車両更新

物価高騰対応事業

瓜幕自然体験留学センター新築基本設計委託事業

2728 万円
築 50 年以上が経過し老朽化した瓜幕自然体験留学センターの新築

に向け、基本設計を実施した。瓜幕東 2 丁目に平屋建てで整備し、2
人用居室 4 室・自習スペース・多目的ホール・食堂・調理室等を設ける。
令和 7 年度は実施設計を行い、完成は令和 8 年度の予定。

8049 万円

施した。全町民に
5000 円分の商品券
を配布したほか、非
課税世帯に 10 万円
給付等を行った。

クローズクローズアップアップ20242024
決 算・ 事 業決 算・ 事 業

減債基金

財政調整基金

年度

借金残高

貯金残高

年度

※金額及び人口は令和 7年 3月末現在の値

右が旧、左が新しい右が旧、左が新しい
屋外スピーカー屋外スピーカー

億円

億円

新築する留学センターの立面イメージ新築する留学センターの立面イメージ

（東側）（東側）（北側）（北側）

年度

見本
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質 疑質 疑決決 算算
令和 6 年度の決算認定を行うため、決算審査特別委

■	朝晩冷える時期になりました。寒暖差アレルギーも含め、健康
管理に注意しましょう！つぶやき

決算審査特別委員会決算審査特別委員会

副委員長に山口優子委員を互選して審査を行いました。
員会を設置しました。特別委員会は、議長と議会選出

監査委員を除く 8 人で構成し、委員長に川染洋委員、
委員会では 54 項目の質疑と一つの討論が行われま した。ここではその一部を要約してお知らせします。

総務費総務費

鹿追町のホスト
ファミリー確保は

ホストファミリーの確保
に時間を要しているよう

だが、ホストファミリーの事
例報告会を企画しては。

ホストファミリー経験談
の共有は、今後受け入れ

を希望する方の不安解消に有
効な手段になると考える。
ホストファミリーに対する

理解促進に努め、事業の安定
的な継続につなげたい。

農林費農林費

瓜幕バイオガスプラント
液肥の繰り越し状況は

瓜幕バイオガスプラント
の消化液が散布されず繰

り越されているのでは。

受入原料から生産する液
肥の全量利用が重要であ

り、繰り越しが増えると原料
の受け入れが困難になる。
瓜幕では若干繰り越しがあ

るため、受益対象地区以外で
も要望があれば可能な限り液
肥利用を推進していきたい。

瓜幕バイオガスプラント液肥散布車瓜幕バイオガスプラント液肥散布車

総務費総務費

解散した町内会への
対応策は

解散した町内会がある
が、町の情報の伝達方法

は。また、各種募金にも充て
られる町内会費や地域コミュ
ニティに対する考えは。

町の情報は、広報誌を公
共施設等で配布するほか

ホームページへの掲載等で提
供している。町内会について
認識してもらえるよう、あり
方、活動を周知していきたい。

町の情報伝達方法は町の情報伝達方法は

土木費土木費

スクールバス
運行ルールの明文化は

スクールバス運行ルール
は明文化されているか。

明文化することで運行基準の
の設定や使用車両の選択も検
討しやすくなるのでは。

管理規則がないため、福
祉バス運営管理規則を準

用している。関係部署と連携
しながら必要な規則等を整備
し、運行管理体制の充実につ
いて検討したい。

スクールバス運行ルールの明文化をスクールバス運行ルールの明文化を

衛生費衛生費

患者輸送バスの利用者増加
要因と今後の方向性は

患者輸送バスの利用者数
が増加しているが、要因

と今後の方向性・課題は。

バスの利用者は農家従業
員の方の利用増等により

増加している。バスの増便や
時間変更等の要望はきていな
いが、今後、高齢者等にとっ
てより利便性の高いサービス
を構築できるよう考えたい。

患者輸送バスの利用者が増加患者輸送バスの利用者が増加

土木費土木費

ストニィプレイン通り
改良舗装工事継続は

ストニィプレイン通りの
改良工事を行ったが安全

性に懸念がある。町民からの
苦情はないか。継続事業とし
て来年度以降も実施するのか。

交通量を鑑み、国の基準
で整備したが、農協諸団

体ほか多くの方から「道幅が
不十分」との意見をいただい
た。令和 8年度以降の工事は
一時休止する。

幅員工事により狭くなった道路幅員工事により狭くなった道路

総括質疑総括質疑

行財政改革の下で
投資と財源確保の両立は

行財政改革の中で投資と
財源確保を両立させなが

ら行政サービスを提供しなく
てはならない。今後の方針は。

過去の事業の償還ピーク
が令和 7 年度で約 9 億

6000 万円。今後進める事業
で令和 13 年頃再度償還ピー
クが来る予定である。起債残
高は順調に減っているが、投
資的経費は増えている。将来
的な投資も含め、しっかりと
財政運営を行っていきたい。

持続可能な行政サービスを持続可能な行政サービスを

総括質疑総括質疑

国民健康保険病院のあり方
設置者としての考えは

現在、病院の管理者であ
る院長が不在だが、病院

のあり方について設置者であ
る町長の考えは。

前院長は 8月 20 日で退
職され、現在は副院長が

管理者となっている。常勤医
師は募集中で、町内に移住さ
れた医師に週 1回当直をして
いただいている。近々院長を
決め、安心して受診できる体
制づくりに努めたい。

国民健康保険病院のあり方とは国民健康保険病院のあり方とは

民生費民生費

戦没者遺族会の課題は

戦没者遺族会の会員が減
少し、解散する町もある

が、鹿追町の課題は。

鹿追神社境内にある殉公者霊堂鹿追神社境内にある殉公者霊堂

遺族会員の高齢化と減少
により霊堂の維持管理が

困難となるため、今後霊堂を
解体する予定である。遺品を
遺族へ返戻するが、遺族が見
つからない事例もある。会と
しては、できる限り長く存続
させる意向である。

商工費商工費

ふるさと納税
町の財源として確保を

ふるさと納税額が前年度
より 26％減少している。

町の大きな財源の一つとして
確保するという覚悟を持って
取り組んでいただきたい。

これまでの実施方法を含
めて検証し、まずは令和

5年度と同程度の１億円まで
戻すことを目指して進めたい。

ふるさと納税募集サイト（さとふる）ふるさと納税募集サイト（さとふる）

The

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

決算委員会の様子は、鹿追町議会
ホームページ「議会中継」の「過
去の中継」からご覧いただけます。

ストニィプレイン町交換留学生等ストニィプレイン町交換留学生等
友好訪問団来町（2025.7.17）友好訪問団来町（2025.7.17）

「より丁寧な説明・対応を」「より丁寧な説明・対応を」
瓜幕自然体験留学センター新築事業瓜幕自然体験留学センター新築事業

金
かね

 子
こ

　孝
たか

 伸
のぶ

  議 員
瓜幕自然体験留学センター新築に係る基本設計業務事案につい

て、基本構想からの変更には一定の理由があったものと考えられる
が、変更の理由や必要性について、また基本設計の完成に至る過程
において、議会及び地域住民の皆さまに対し、より具体的な説明を
行うことで事業への理解が深まったと考える。
留学センターの必要性は十分理解しているが、事業の進め方や町

民・議会への説明という観点から、より
丁寧な対応が必要であったと考え、基本
設計事案を含む決算認定については賛成
いたしかねる。
今後においては、町民への説明責任を

重視し、透明性のある行政運営を継続し
ていただくことを求め、一般会計決算認定
に反対する。

対対反 論論討

築 50 年以上経過する瓜幕築 50 年以上経過する瓜幕
自然体験留学センター自然体験留学センター
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鹿
追
高
校
支
援

鹿
追
高
校
支
援

○
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
（
ペ
ン
ギ
ン
ハ

ウ
ス
）
食
堂
棟
整
備	

７
０
３
３
万
円

緑
町
の
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
（
ペ

ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
）
エ
リ
ア
に
食
堂
棟

を
整
備
す
る
。

旧
犖ら
く

羅ら

館か
ん

鹿
追
診
療
所
を
改
修

し
、
食
堂
・
談
話
ス
ペ
ー
ス
に
40
席

の
ほ
か
、
調
理
室
・
ス
タ
ッ
フ
ル
ー

ム・フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け
る
。

ま
た
、
家
具
・
電
気
機
器
等
の

備
品
を
購
入
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
観

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
観

光
振
興

光
振
興

○
水
素
ア
シ
ス
ト
自
転
車
実
証
事
業	

１
５
０
万
円

脱
炭
素
を
推
進
す
る
観
光
地
と

し
て
の
魅
力
を
確
立
す
る
た
め
、
鹿

追
町
観
光
協
会
に
補
助
を
行
い
、
各

種
事
業
を
実
施
す
る
。

実
証
事
業
と
し
て
、
10
月
11
日

に
水
素
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
リ
レ
ー

方
式
で
約
90
㎞
走
行
し
、
水
素
消
費

量
等
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。

ま
た
、
道
の
駅
で
は
水
素
ア
シ

ス
ト
自
転
車
の
試
乗
会
や
ミ
ニ
講
演

会
等
を
実
施
す
る
。

道
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

し
か
お
い
の
魅
力
発
信

し
か
お
い
の
魅
力
発
信

○
し
か
お
い
応
援
大
使
活
動
支
援
事

業	

60
万
円

し
か
お
い
応
援
大
使
の
賀か

来く

千ち

香か

子こ

氏
と
木き

村む
ら

善よ
し

幸ゆ
き

氏
の
第
３
回

鹿
追
芸
術
祭
出
演
に
伴
い
、
同
行
す

る
関
係
者
を
含
む
旅
費
を
鹿
追
町
観

光
協
会
に
補
助
す
る
。

鹿
追
芸
術
祭
は
令
和
７
年
11
月

９
日
開
催
予
定
。

そ
の
他
の
補
正
予
算

そ
の
他
の
補
正
予
算

○
住
ま
い
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
推
進

事
業
補
助
金	

５
０
０
万
円

○
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策

事
業
補
助
金	

２
１
１
万
円

○
鹿
追
４
号
線
外
舗
装
修
繕

５
７
０
万
円

○
瓜
幕
東
仲
通
り
外
改
良
舗
装
工
事

調
査
設
計
委
託
業
務	

３
０
５
万
円

○
西
瓜
幕
橋
橋
り
ょ
う
補
修
設
計
委

託
業
務	

５
６
８
万
円

○
緑
町
２
丁
目
本
通
り
歩
道
整
備
工

事
調
査
設
計
委
託
業
務	

３
１
２
万
円

○
鹿
追
北
３
線
交
通
安
全
標
識
設
置

工
事	

97
万
円

○
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ク
タ
芝
刈
機
（
付

帯
装
置
含
む
）	

８
５
２
万
円

○
鹿
追
消
防
団
第
一
分
団
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
購
入	

１
０
９
９
万
円

○
高
校
寄
宿
舎（
ペ
ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
）

居
住
棟
用
備
品
購
入	

６
４
４
万
円

○
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
用
ラ
ン

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
購
入	

１
８
０
万
円

９
月
定
例
議
会
が
、
９
月
９
日
か

ら
22
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開

か
れ
た
。

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
選
挙
管

理
委
員
選
挙
、
人
事
案
件
、
決
算
認

定
他
、
全
23
件
を
審
議
し
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。
一
般
会
計
予

算
は
、
１
億
４
９
５
７
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
83
億
２
０
５
４
万
円
と

し
た
。

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

○
物
価
高
騰
対
応
子
育
て
応
援
商
品

券
給
付
事
業	

９
１
６
万
円

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
子

育
て
世
帯
の
家
計
負
担
軽
減
と
、
地

域
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
子
ど
も

一
人
に
つ
き
１
万
円
分
の
町
内
限
定

商
品
券
を
配
布
す
る
。

対
象
者
は
、
基
準
日
（
令
和
７

年
９
月
１
日
）
に
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
保
護
者
。

申
請
は
不
要
だ
が
、
対
象
と
な

る
子
ど
も
が
町
外
に
い
る
場
合
は
申

請
が
必
要
。
申
請
期
間
は
令
和
７
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
11
月
28
日

ま
で
。
ま
た
、
令
和
８
年
３
月
31
日

ま
で
に
生
ま
れ
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
た
子
ど
も
の
保
護
者
も
対

象
と
な
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

認
知
症
対
策

認
知
症
対
策

○
認
知
症
施
策
推
進
計
画
に
係
る
策

定
準
備
支
援
事
業	

１
８
６
万
円

「
新
し
い
認
知
症
観
」
に
基
づ
く
施

策
推
進
の
た
め
、
推
進
計
画
策
定
の

準
備
を
委
託
す
る
。

「
新
し
い
認
知
症
観
」
と
は
、「
認
知

症
に
な
っ
て
も
地
域
と
つ
な
が
り
な
が

ら
、
希
望
を
も
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
考

え
で
あ
る
。

こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
講
座
の
開

催
、「
認
知
症
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
に

よ
る
測
定
体
験
等
、
各
種
事
業
を
実

施
す
る
。

国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
。

つぶやき ■	馬の絵作品展において、私の生まれ故郷の後輩が 2年連続の最高賞
受賞。帰省した時にササッと書いてもらった象の絵は私の宝物。

一般質問 ９月定例議会

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

９
月
16
日
、
５
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。町が保有している捕獲器

物
価
高
騰
対
応

物
価
高
騰
対
応

子
育
て
世
帯
に

子
育
て
世
帯
に

商
品
券
を
配
布

商
品
券
を
配
布

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

2024 年のエコラリーの様子2024 年のエコラリーの様子

ペンギンハウス食堂棟として改修するペンギンハウス食堂棟として改修する
旧旧犖

らく
羅
ら

館
かん

鹿追診療所

ア
ラ
イ
グ
マ
生
息
の
実
態
と

駆
除
の
対
策
は

新
た
な
貸
し
出
し
用
捕
獲
器

（
箱
わ
な
）
導
入
を
検
討

アライグマ対策アライグマ対策
A Q

狩
かりの

野　正
まさ

雄
お

　議員

9 月9 月
定例議会定例議会

（
質
問
）

特
定
外
来
生
物
の
ア
ラ
イ

グ
マ
が
管
内
で
急
増
し
て
お

り
、
農
業
被
害
や
牛
舎
・
物

置
へ
の
侵
入
が
相
次
い
で
い

る
。
捕
獲
器
を
設
置
し
て
駆

除
を
行
っ
て
い
る
が
、
捕
獲

数
と
農
業
・
生
活
環
境
へ
の

被
害
状
況
は
。

議員とカフェでひとこと
令和７年 11 月 25 日（火）11：00 平成館 でお待ちしてます！

まちなか会議

（
答
弁
）
喜
井
町
長

町
で
は
捕
獲
器
を
10
台
保

有
し
て
い
る
。

捕
獲
に
あ
た
る
担
当
者

は
農
業
振
興
課
の
３
人
で
あ

る
。
捕
獲
に
は
原
則
狩
猟
免

許
が
必
要
で
あ
る
が
、
ア
ラ

イ
グ
マ
は
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
捕

獲
及
び
安
全
に
関
す
る
知
識

鹿追町選挙管理委員会委員の任期が令和
７年９月28日で満了となるため、新たに
４人の委員と４人の補充員を議長の指名推
薦により決定した。
任期は令和７年９月29日から令和 11

年９月28日まで。

◎選挙管理委員

・横
よこ
幕
まく
　　章

あきら
 さん

・井
い
出
で
　健

けん
一
いち
 さん

・津
つ
田
だ
　　潔

きよし
 さん

・熊
くま
谷
がい
　浩

ひろ
司
し
 さん

◎補充員

・馬
ば
場
ば
　厚
あつ
子
こ
 さん

・大
おお
下
した
　洋
ひろ
美
み
 さん

・勇
いさみ
　　慎

しん
一
いち
 さん

・齊
さい
藤
とう
　祐
ゆう
基
き
 さん

人人  

事事  

案案  

件件

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
改
正

選挙管理委員会選挙管理委員会
委員決まる委員決まる

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例

妊
娠
・
出
産
・
育
児
期
の
職
員

が
働
き
方
を
柔
軟
に
選
択
で
き
る
よ

う
、
意
向
聴
取
及
び
意
向
へ
の
配
慮

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
職
員
の
育
児
時
間
の
部
分
休
業

取
得
に
つ
い
て
、
従
来
は
１
日
２
時

間
の
範
囲
内
と
し
て
い
た
が
、
１
年

に
10
日
相
当
の
時
間
数
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
、
１
日
当
た
り
の
上
限
を
設

け
ず
に
取
得
可
能
と
な
っ
た
。

○
公
平
委
員
会
委
員
※
の
選
任

福ふ
く
井い

博ひ
ろ

幸ゆ
き
さ
ん
の
再
任
に
同
意

し
た
。

任
期
は
令
和
７
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で
。

※
地
方
公
務
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
要
求
や
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分

を
審
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
職
務
と
す
る
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

関せ
き　

道ど
う

俊し
ゅ
んさ

ん
の
再
任
に
同
意

し
た
。

任
期
は
令
和
７
年
10
月
2
日
か

ら
令
和
11
年
10
月
１
日
ま
で
。

スポーツトラクタ芝刈機スポーツトラクタ芝刈機

（
質
問
）

町
が
保
有
す
る
捕
獲
器
数

と
捕
獲
に
あ
た
る
担
当
者
数

は
。
捕
獲
・
駆
除
に
必
要
な

資
格
や
免
許
は
あ
る
か
。

ま
た
、
住
民
が
迅
速
に
実

施
で
き
る
駆
除
方
法
や
侵
入

防
止
対
策
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

近
年
の
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕

獲
数
は
、
年
間
３
２
０
頭
前

後
で
推
移
し
て
い
る
が
、
今

年
は
８
月
ま
で
に
２
７
３
頭

が
捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
10
年

前
の
年
間
３
頭
と
比
較
す
る

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、

農
業
関
係
で
は
畑
作
物
や
飼

料
の
食
害
、
生
活
環
境
で
は

家
庭
菜
園
の
作
物
や
生
ご
み

を
荒
ら
す
等
の
被
害
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

や
技
術
を
有
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
者
は
狩
猟
免
許
を

持
た
な
く
て
も
捕
獲
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
に
は

捕
獲
器
の
設
置
が
有
効
で
あ

り
、
新
た
な
貸
し
出
し
用
捕

獲
器
の
導
入
を
検
討
す
る
。

侵
入
防
止
に
は
、
草
刈
り

や
侵
入
経
路
を
ふ
さ
ぐ
、
生

ご
み
や
ペ
ッ
ト
の
餌
を
屋
外

に
放
置
し
な
い
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。

予約は不要です。
お気軽にお越しく
ださい。

開催します
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改修のため一時休館する
健康温水プールしかおい

一般質問

Q

A

脱炭素先行地域に選定されたが
町長としての期待は

地域課題解決の糸口として
絶好の機会

脱
炭
素
脱
炭
素

新
し
い
役
目
を
担
う
よ
う取り

組
む

施設利活用施設利活用

遊
休
公
共
施
設
の
利
活
用
策
は2025 年 3 月末で閉校した

上幌内小学校

QA

一般質問

つぶやき ■	記録的な暑さ。そんなわけでプールに。いい健康法です。しかも天
候に左右されません。

山
やまぐち

口　優
ゆう

子
こ

　議員

佐
さ

々
さ

木
き

　康
やす

人
と

　議員

熊
出
没
時
の
安
全
確
保
対
策
は

草
刈
り
や
緊
急
時
の
訓
練
等
を

検
討
し
た
い

ヒグマ対策ヒグマ対策
A Q

黒
くろ

井
い

　敦
あつ

志
し

　議員

（
質
問
）

熊
の
出
没
が
相
次
ぎ
町
民

が
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
安

全
確
保
の
た
め
の
出
没
情
報

の
提
供
体
制
、
ハ
ン
タ
ー
の

報
酬
の
見
直
し
、
近
隣
町
と

の
連
携
、
笹
や
林
の
伐
採
な

ど
の
環
境
整
備
の
状
況
は
。

９
月
か
ら
市
町
村
長
の
判

断
で
発
砲
許
可
が
出
せ
る
よ

う
改
正
さ
れ
た
緊
急
銃
猟
制

度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

出
没
情
報
は
住
民
や
警
察

か
ら
役
場
に
入
り
、
防
災
無

線
や
ア
プ
リ
等
で
周
知
し
て

い
る
。
ハ
ン
タ
ー
24
人
中
17

人
が
ヒ
グ
マ
駆
除
許
可
を
持

ち
、
１
頭
当
た
り
２
万
３
千

円
を
支
給
し
て
い
る
。

新
得
町
、
清
水
町
と
協
定

を
結
び
、
町
境
１
㎞
圏
で
情

報
を
共
有
し
て
い
る
。

（
質
問
）

町
民
の
暮
ら
し
の
質
の
向

上
と
施
設
の
長
寿
命
化
を
実

現
し
な
が
ら
脱
炭
素
に
向
か

う
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
に
対
す
る
町

の
期
待
と
思
い
は
何
か
。

将
来
的
な
財
政
負
担
が
課

（
答
弁
）
喜
井
町
長

「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
公
共

施
設
の
機
能
更
新
と
あ
わ
せ

て
町
民
の
暮
ら
し
の
質
を
高

め
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
て

い
る
。
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
と
環
境
負
荷
の
低
減
及
び

快
適
性
の
向
上
を
両
立
さ
せ

る
施
設
整
備
を
進
め
た
い
。

地
方
債
の
償
還
は
、
令
和

７
年
度
に
約
９
億
６
千
万
円

が
ピ
ー
ク
と
な
る
。
行
政
改

革
や
遊
休
資
産
の
資
金
化
等

に
よ
り
経
費
圧
縮
に
努
め
、

安
定
的
な
財
政
運
営
を
進
め

る
。施

設
を
利
用
で
き
な
い
期

間
を
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
代
替
施
設
の
情
報
も
提

供
し
て
い
く
。

鹿追町内でも熊の出没が増加

（
答
弁
）
喜
井
町
長

発
砲
許
可
は
町
長
が
出

す
。専

門
職
員
の
配
置
は
、
将

来
的
に
必
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

開
拓
の
歴
史
、
い
わ
ゆ
る

ジ
オ
ス
ト
ー
リ
ー
も
大
切
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ

せ
な
が
ら
、地
域
、ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
等
と
相
談
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

上
幌
内
小
学
校
閉
校
後
の

維
持
管
理
や
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
域
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
や
和
太

鼓
の
練
習
等
、
地
域
活
動
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

今
後
、
隣
接
す
る
旧
保
育
所

や
教
職
員
住
宅
、
公
営
住
宅

（
質
問
）

閉
校
し
た
上
幌
内
小
学
校

及
び
今
後
閉
校
予
定
の
小
学

校
等
、
公
共
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
。

上
幌
内
小
学
校
の
校
舎
・

敷
地
の
維
持
管
理
と
今
後
の

活
用
方
針
は
。
今
後
、
閉
校

が
予
想
さ
れ
る
通
明
小
学
校

の
利
活
用
へ
の
対
応
は
。

閉
所
し
た
笹
川
保
育
所
・

上
幌
内
保
育
所
・
通
明
保
育

所
は
ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

（
質
問
）

上
幌
内
小
学
校
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
開
拓
の
歴
史
、

農
業
・
酪
農
の
食
文
化
等
ジ

オ
パ
ー
ク
の
要
素
を
含
め
複

合
的
な
施
設
と
し
て
利
用
で

き
な
い
か
。

（
質
問
）

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

す
る
こ
と
に
よ
り
町
民
の
協

Q

A

わが町の価値として
最優先すべき政策は

持続可能な
循環型まちづくりを推進

町
の
価
値

町
の
価
値

川
かわ

染
そめ

　洋
ひろし

　議員

鹿追町ならではの価値ある教育を

題
で
あ
る
が
、
対
応
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
長

期
間
公
共
施
設
が
利
用
で
き

な
い
が
、
対
策
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

大
規
模
改
修
を
行
う
施
設

は
30
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
早
期
の
長
寿
命
化
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

本
町
が
推
進
す
る
脱
炭
素

事
業
を
活
用
し
た
改
修
に
よ

り
、
町
民
の
利
便
性
向
上
を

図
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で

あ
る
。

契
約
等
の
課
題
に
よ
り
説

明
が
遅
れ
て
い
る
が
、
事
業

内
容
確
定
後
、
速
や
か
に
説

明
を
行
い
た
い
。

力
が
得
ら
れ
る
。

長
期
間
利
用
で
き
な
く
な

る
こ
と
へ
の
不
安
を
持
っ
て

い
る
団
体
・
個
人
も
多
い
。

施
設
で
働
く
関
係
者
に
も

十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
は
。

町
有
林
は
伐
採
・
下
草
刈

り
を
進
め
た
い
。

緊
急
銃
猟
制
度
は
訓
練

等
の
対
応
策
を
検
討
中
で
あ

る
。

（
質
問
）

目
撃
者
が
必
ず
通
報
す
る

よ
う
周
知
徹
底
を
し
て
ほ
し

い
。
町
民
か
ら
の
情
報
提
供

に
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
も
必

要
で
あ
る
。

ヒ
グ
マ
個
体
数
の
推
定
や

駆
除
計
画
も
必
要
で
は
。

（
答
弁
）
城
石
農
業
振
興
課
長

目
撃
情
報
に
は
鳥
獣
担
当

係
が
対
応
し
、
課
内
で
情
報

を
共
有
し
て
い
る
。

ハ
ン
タ
ー
の
報
酬
見
直
し

は
、
来
年
度
協
議
予
定
で
あ

る
。個

体
数
の
把
握
は
困
難
だ

が
、
出
没
増
加
は
認
識
し
て

い
る
。

（
質
問
）

発
砲
許
可
は
担
当
職
員
が

出
す
の
か
。

ハ
ン
タ
ー
の
有
資
格
者
の

専
門
職
員
も
必
要
で
は
。

（
質
問
）

人
が
住
む
場
所
を
選
ぶ
の

は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
理
由
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

鹿
追
町
で
は
、
そ
の
理
由

と
な
る
「
価
値
」
を
何
に
定

め
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

住
民
が
そ
の
価
値
を
し
っ

（
答
弁
）
喜
井
町
長

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。
ま
ち
づ
く

り
に
は
全
て
の
政
策
が
重
要

な
た
め
、
全
般
に
わ
た
り
バ

ラ
ン
ス
と
メ
リ
ハ
リ
を
意
識

し
町
政
を
運
営
し
て
い
る
。

基
幹
産
業
が
経
済
を
支

え
、
子
育
て
支
援
や
教
育
等

へ
の
投
資
が
次
世
代
の
人
材

を
育
み
、
町
に
活
気
を
も
た

ら
す
。
こ
の
持
続
可
能
な
循

環
を
目
指
し
、
政
策
の
連
続

性
を
重
視
し
て
い
る
。

か
り
と
認
識
で
き
る
よ
う
、

他
町
村
と
の「
差
異
」や「
意

味
」
を
政
策
上
明
確
に
し
て

発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

わ
が
町
の
価
値
と
し
て
、

最
優
先
す
べ
き
政
策
を
検
討

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

も
含
め
、
公
有
財
産
利
活
用

検
討
委
員
会
を
中
心
に
、
上

幌
内
小
学
校
利
活
用
協
議
会

や
地
域
住
民
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
地
域
に
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
利
活
用
を
検

討
し
た
い
。

通
明
小
学
校
は
、
令
和
９

年
３
月
末
で
の
統
廃
合
が
条

例
改
正
に
よ
り
決
定
さ
れ
る

見
込
で
あ
る
。
閉
校
後
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
敷
地
内

に
旧
通
明
保
育
所
・
教
職
員

住
宅
・
地
域
公
民
館
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、
エ
リ
ア
全
体

を
一
体
的
に
捉
え
た
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

旧
上
幌
内
保
育
所
は
、
地

域
の
物
品
保
管
場
所
と
し
て

使
用
し
て
い
る
。
旧
笹
川
保

育
所
は
売
却
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。旧
通
明
保
育
所
は
、

小
学
校
統
廃
合
後
の
利
活
用

と
一
体
的
に
検
討
す
る
。

（
質
問
）

鹿
追
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
な
り
つ
つ
あ
る
幼
小

中
高
一
貫
教
育
の
現
場
に
さ

ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
、

鹿
追
町
の
「
価
値
」
と
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

価
値
あ
る
教
育
と
し
て
中

学
校
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教

育
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
教

育
分
野
へ
の
積
極
的
な
投
資

は
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
高
校
に
お
い
て

も
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
を

導
入
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

町
の
教
育
大
綱
の
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
を
中
心
と
す
る
町
の

教
育
の
全
体
像
を
ど
う
整
理

し
て
発
信
で
き
る
か
、
教
育

委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
取

り
組
み
た
い
。

今
後
も
、
幼
小
中
高
一
貫

教
育
を
中
心
と
し
た
本
町
な

ら
で
は
の
価
値
あ
る
教
育
を

創
造
し
て
い
く
。
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No.168

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
今年は「記録的な暑さ」から「危険な暑さ」へと変わった。線状降水帯が十勝
管内にも発生する等、異常気象による農業被害や人的被害が深刻化した。
鹿追町の災害といえば、昭和 56 年 8 月の通称「56 災害」である。「60 年に
一度の未曾有（みぞう）の豪雨」と言われ、町は一時的に陸の孤島となった。
その後、平成 23 年にも記録的豪雨となったが、「56 災害」を受けて北海道が
然別川に 200 億円以上かけた改修が効果を発揮し、大事に至らなかった。
平成 28 年の豪雨では近隣町の被害が甚大だったが、この年も河川改修が鹿追
町を救った。先人の大きな決断を思い出した夏だった。

議会広報部会  部会員　 黒 井 敦 志

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一	
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

※就労継続支援Ｂ型：一般企 業等で働く事が難し
い方々に就労機会、生産活動の場を提供する福祉サービス。

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
は
、
国
際

的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
の
育
成
や
探

究
心
を
育
む
教
育
を
目
的
に
、

国
際
的
な
視
野
を
育
む
シ
ス
テ

ム
で
す
。

鹿
追
町
で
は
鹿
追
中
学
校
と

瓜
幕
中
学
校
が
今
年
度
の
認
定

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

（
取
材
　
黒
井
敦
志
）

デントコーン被害の説明を受けた

鹿追町教育委員会
学校教育指導室長
高
たか

嶋
しま

　幸
こう

太
た

 さん

鹿
追
町
で
は
鹿
追
中
の
教
頭

時
代
を
含
め
10
年
間
の
教
員
生

活
を
送
り
、
今
年
４
月
か
ら
教

育
委
員
会
指
導
室
長
に
着
任
し

ま
し
た
。

町
の
バ
カ
ロ
レ
ア
の
取
り
組

み
の
中
で
、
教
員
の
意
識
と
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
姿
勢
が
変

化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
が
自
ら
課
題

を
追
求
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
バ
カ
ロ

レ
ア
に
関
わ
っ
て
き
た
教
員
が

町
外
に
出
る
こ
と
で
、
十
勝
管

内
に
こ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
佐
々
木
康
人
）

９
月
８
日
、
関
係
者
に
よ
る
合

同
作
況
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
調
査
は
、
農
業
振
興
対
策

委
員
会
と
農
業
委
員
会
が
主
催

す
る
も
の
で
、
町
・
議
会
・
町

内
農
業
関
係
者
も
参
加
し
て
鹿

追
町
内
の
農
作
物
の
生
育
状
況

を
確
認
し
、
情
報
を
共
有
す
る

も
の
で
す
。

今
年
は
異
常
な
高
温
が
続
き
、

記
録
的
に
早
い
小
麦
の
収
穫
や
、

高
温
に
よ
る
作
物
被
害
、
大
幅

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

認
定
校
を
目
指
し
て

認
定
校
を
目
指
し
て

農
作
物
の
生
育
状
況
を
確
認

農
作
物
の
生
育
状
況
を
確
認

合
同
作
況
調
査

合
同
作
況
調
査

国際バカロレアの教育に取り組む町内の中学校

に
早
い
収
穫
時
期
を
迎
え
る
作
物

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

酪
農
関
係
で
は
、
高
温
に
よ
る

生
乳
生
産
へ
の
影
響
、
ガ
ガ
イ
モ

の
発
生
に
よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の

被
害
等
の
問
題
を
関
係
者
で
確
認

し
ま
し
た
。

視
察
後
に
は
会
議
室
で
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、「
異
常
高
温
に
よ
る

キ
ャ
ベ
ツ
の
廃
棄
が
生
じ
て
い
る

が
、
廃
棄
し
な
い
方
法
は
な
い
か
」

と
の
声
が
上
が
る
等
、
異
常
高
温

に
よ
る
深
刻
な
問
題
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。

高温等により生育が進むも問題も浮き彫りに


